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池 田 啓 (九大 ･理)
江口 和洋 (同 上)
この群れは1974年2･3月に半数以上の53頭が捕狂さ
れた,残された群れの行動域の利用バターン,個体数等
が捕獲前と比べどの様に変化するのか,これらの点を中
心に調査をおこなった｡調査は,1974年6･11月に各2
辺nul,1975年1月に8日間実施した｡
調査を始めます気づいたのほ,揃狂前に比べ群れが静
かになったことであり,声 ･姿が確認できるのが1日に
1圧.それも数分問という場合もあった｡このため追跡
が田雅となり.個体数も十分にカウソトする機会が少な
く,6月に4回,1月に2回その班会を持たがいずれも
数え汚しがあると思われる｡このうち収大数な数えた6
月24日のデータ{･は,A81,YA83,A911,4才
5,.3才3,2才3,1才1,4,合計31現であった｡
新生児の最大数は,1月29日にカウソトした6顕であっ
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